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冬を 彩るシク ラ メ ンの花々

受け継いでき た手作り 味噌

進化を続ける農家

シャ キッ と する歯ざわり ！
砂浜の白いダイ ヤ『 唐浜ら っ き ょ う 』

紫尾山系の「 早堀り タ ケノ コ 」

危機を 乗り 越え守ら れ続ける臥龍梅

沢山の人に愛さ れてき たホタ ル

海野　 千晴
　 音声を 聞き ながら 書き 起こ し をし まし たが、 言葉の意味が全然分から ないも のが出てき て苦
労し たけれど、 蛍の現状について詳し く 知る こ と ができ たし 課題がある と 思いま し た。 また、
書き 起こ し ている と き に相手が言っ ている こ と を そのまま 文字を 打つ作業がと ても 大変でし
た。でも グループの人と 話し 合いながら 作業し たので楽し く 聞き 書き をするこ と ができ まし た。
今回の聞き 書き を通し て色々な知識が増えたし 、 難し かっ たこ と も あっ たけどやはり 楽し く す
る こ と ができ ていたので参加し てよ かっ たと 思います。 本当にあり がと う ございまし た。

小 　 綺音
　 私は、 聞き 書き 事業に参加する ま であま り 地域について知ら なかっ たけれど 、 今回の体験
で地域で行われている 活動について知る こ と ができ ま し た。 取材を する こ と はと ても 緊張し
ま し た。 苦労し たこ と は、 録音し ておいた音声を 聞いて正確に文字に起こ し ていく と いう 作
業でし た。 し かし 、 グループのみんなと 分担・ 協力し て最後までやり き る こ と ができ まし た。
初めてする こ と が多く 、 勝手が分から ずすべての作業が思い通り に進んだと いう わけではな
いけれど、 自分にと っ ての大切な学びになっ たと 感じ ていま す。 今回、 こ の活動に参加でき
てよ かっ たです。 あり がと う ございまし た。

井手　 れい
　 初めて聞き書きをし て、 炭づく り がと ても 大変なこ と を知り まし た。 木の置き 方、 焼き方など
工夫さ れていてすごいと 思いまし た。炭ができるまでに約 1 か月かかるこ と にと ても 驚きまし た。
録音し たも のを書き 起こ すのがと ても 大変で、 時間がかかり まし た。 最初は慣れなく て、 と ても
大変だっ たけれど、 やっ ていく につれてだんだん文字を起こ し ていく スピード も 速く なっ て、 こ
の時はこ んなこ と を言っ ていたなと か、 こ んなこ と をし ていたな、 など実際に話し ている時を思
い出し て楽し い作業になり まし た。 今回の聞き書き は私にと っ て初めのと ても いい機会になり ま
し た。

橋本　 漣
　 鮎のこ と について詳し く 調べる こ と が出来ま し た。 初めて鮎を 食べてと ても 美味し かっ た
です。 鮎の食べ方も 初めて知る こ と が出来て、 実際に行っ てみたら 骨がき れいに抜く こ と が
出来ま し た。 漁協について知ら ないこ と が多く 、 興味も あまり なかっ たですが古里さ んの話
を 聞いて漁協はボラ ン テ ィ アや魚釣り が趣味な方と 川を き れいにし よ う と する 人が集ま っ て
地域貢献を し ていてと ても 感心し ま し た。 取材し たこ と を 文字越こ し する 作業は大変でし た
が上手く まと める こ と が出来て良かっ たです。

戸田　 彩絢
　 私はこ の菱について学習する ま で、 菱と いう 植物を 知ら なかっ たです。 でも 今回、 取材を
し て色々なこ と を 知る こ と ができ まし た。 録音し たり 、 写真を 撮っ たり する 本格的な取材は
初めてだっ たので緊張も し たし 、 と ても 楽し みにし ていま し た。 実際に有留さ んと 溜め池に
行っ て菱のこ と について説明し ても ら っ たり 、 育ち やすい環境や有留さ んの過去の話等を 聞
いたり する こ と ができ まし た。 こ の機会を 生かし て、 菱刈に菱を 広めて行き たいです

畠中　 彰仁
　 僕は今回聞き 書き を 経験し てみて、 色々なこ と を 学びまし た。 最初はど のよ う なこ と を 質
問し たら いいかわから なかっ たけれど、 と ても 優し い方だっ たのでたく さ ん気軽に質問する
こ と ができ ま し た。 も と も と はシク ラ メ ン と いう 花のこ と を 知り ま せんでし たが、 東さ んが
丁寧にと ても 詳し く 教えてく れたのでど う いう 花なのかと か、 いつ頃に咲く 花なのかなどと
いう こ と が知れてよ かっ たです。 それに毎日朝の３ 時頃から 仕事を し ている と 聞いて、 と て
も 驚き まし た。 今回聞き 書き を 行っ てみて、 コ ミ ュ ニケーショ ン の大切さ や取材の大変さ が
知れて本当に良かっ たです

牛島　 花音
　 今回の取材で味噌の作り 方や味噌作り において大事にし ている こ と を お聞き する こ と がで
き ま し た。 各地方で扱う 材料が違う と いう こ と が印象的で、 九州では主に麦みそが作ら れて
いる こ と がわかり まし た。 今回取材さ せていただいた方は、 輸入品を 入れず、 余計な添加物
のない味噌を 作ら れていて、 すごく 信頼性のある 味噌だと 思いまし た。 昔の話を 聞く と 、 今
のよ う に機械がないため、 布団を 何枚も 重ねて温めていたこ と や、 以前よ り も 作業が簡単に
なっ ている と いう こ と が分かり ま し た。 ま た、 機械の導入で作業方法は多少変わっ たが、 味
はほと んど変わっ ていないなど、 お話を 聞いて味噌なら ではの時代の流れを 感じ まし た。

鮫島　 聡太
　 私たち は今回の取り 組みで自分たち の地元の県のお米の事や新たに取り 組も う と し ている
こ と 農業にする こ と の大変さ を 学びまし た。 私たち は普段、 農業のこ と について学ぶ機会が
あま り ないのでこ の機会は非常に良かっ たと 思いま す。 新たな取り 組みで甘酒のお菓子を 作
ろ う と し ている こ と 知り 、 やはり 農家は常に進化を 続けていかないと いけないと 思いまし た。
こ の聞き 書き 事業で、 農業について多く のこ と を 知れたので良い経験になり まし た。

宇都　 七菜
　 私は今回の話を 聞いてら っ き ょ う の魅力を 知る こ と ができ まし た。 取材は初めてでと ても
緊張し ま し たが、 話し 手の上山さ んの印象が優し く 丁寧な人だっ たのでら っ き ょ う の作る 大
変さ や苦労など を 知る こ と ができ まし た。 書き 起こ し は大変難し かっ たですが、 思っ ていた
よ り も 楽し かっ たです。 今回聞き 書き 事業を 通し て、 よ り ら っ き ょ う への興味を 持つこ と が
でき まし た。 こ のよ う に貴重な体験を する こ と ができ て良かっ たです。 あり がと う ござ いま
し た。

岩村　 笑玲菜
　 今回は聞き 書き 事業に参加さ せていただき あり がと う ございま し た。 何も かも が初めての
経験で何を すればいいかも 分から ず不安でし たが、 みんなのおかげでやり 遂げる こ と ができ
と ても いい経験になり ま し た。 興味のある 話ばかり で書き 起こ さ れた文章を ま と める のはど
こ を 切り 取ろ う かと ても 悩みま し たが、 みんなで話し 合いし っ かり まと める こ と ができ ま し
た。 ま た、 取材さ せていただいた三腰さ んのおかげで 、 早堀り 竹の子について興味を も っ て
イ ン タ ビ ュ ーする こ と ができ 、 も っ と 竹の子について知り たいと 思う こ と ができ まし た。 こ
れから 、 今回の聞き 書き 事業で学んだこ と を生かし ていき たいと 思います。

山門　 ら ら
　 昔から 大切にし てき たも のを 現代までつないでいく と いう こ と はと ても 難し く 苦労さ れた
と 思います。 それでも 藤川天神には今も 大切にさ れている 梅の木があり 、 それを 毎年見に来
てく れる 人も いる と いう こ と 。 ずっ と 昔から 守り 続けてき た人々に心から 「 あり がと う ござ
います。」 と 伝えたいです。

後藤　 羽愛
　 私はホタ ル舟についての話を 聞いて、 町に人たち の想いが集ま っ てでき たと いう こ と を 知
り ま し た。 舟を 作る ためにたく さ ん苦労を し たこ と や小型船舶の免許を 舟は洪水で流れてし
ま っ たこ と などがあっ ても 諦めなかっ た下麦さ んたち は本当にすごいと 思いま し た。 みんな
で築き 上げた伝統がいつまでも 町の人たち の記憶に残り 続ければいいと 思います。

吉元　 大晃
　 僕は取材など し たこ と がなく 、 緊張し てし ま い、 なかなか会話に入る こ と が出来ず、 考え
た質問を 全て取材する こ と が出来ずに終わっ てし まいま し た。 ま た、 文字起こ し の際も 全員
で分担し て作業し まし たが自分の担当箇所がなかなか進まずにいま し た。 でも 、 文章にま と
める 際に「 話し 手の方が一番伝えたいのはどこ だろ う か？」 と みんなで考える こ と ができ ま
し た。 そし て、 時間はかかり まし たがなんと か文章を まと める こ と ができ まし た。 今回、「 地
域の方に取材を し て、 原稿にまと めて記事にする 」 と いう 貴重な体験ができ たので、 今後に
活かし ていき たいです。

長野　 龍太郎
　 今回、 有留さ んと 溜め池に行っ て、 実際に自生の菱を 見る こ と ができ ま し た。 取材のなか
では、 昔は菱の実ソ バがあっ たこ と や菱の実で何か作れる のではないかと いう アド バイ スも
頂き まし た。 私はま だ１ 年生なので、 菱の研究や地域おこ し を する 時間がある ので、 今回の
こ と を 参考にし てこ れから も 取材を し て行こ う と 思います

中脇　 雪乃
　 イ ン タ ビ ュ ーさ せて頂いた有留さ んは、 自分の仕事を 心から 楽し んでいて、 取材中も 自分
の事や菱に関する 話を 楽し そう に話し ている 姿を 見て、 こ ち ら ま で楽し さ が伝わっ てき まし
た。 今回、 実際に有留さ んから 菱の話を 聞いたこ と で、 私は自宅でも 自分で調べたり する く
ら い菱の事が好き になり ま し た。 録音し た音声を 聞き ながら 書き 起こ す作業では、 上手く 聞
き 取れなく てかなり 大変でし た。 聞き 取れなかっ たと こ ろ は、 色々工夫し て上手にま と める
事ができ たと 思います。 こ う いっ たイ ン タ ビ ュ ーやまと める こ と は初めてでし たが、 良い勉
強になり まし た。

高江　 つく し
　 初めての聞き 書き はと ても 緊張し ま し た。 今回取材を し て初めてシク ラ メ ン と いう 花のこ
と を 詳し く 知る こ と ができ ま し た。 シク ラ メ ン は、 温かい地域ではなかなか育てにく く 、 出
荷さ れる ま での手入れがと ても 大変だと いう こ と を 聞いてびっ く り し ま し た。 ま た、 ご夫婦
でたく さ んの量を 作っ ていて、 朝早い時間から 日没の時間ま でお二人で栽培さ れていてすご
いなと 思いま し た。 取材を 引き 受けて下さ っ たご夫婦がと ても 優し い方だっ たので、 色々な
質問を する こ と ができ てよ かっ たです。 こ れから も 体調に気を つけてき れいな花々の栽培を
頑張っ てく ださ い。

榎田　 美沙子
　 今回の聞き 書き をし たのは初めての経験で、 質問の仕方が難し く 、 自分が思っ ていたよう に聞
く こ と ができなかっ たと こ ろ も あり まし た。そんな中でも いろ んな質問をし ていく と シク ラ メ ン、
アジサイ 、 ガーベラ について具体的に聞く こ と ができ まし た。 また、 東さ んの私生活でも 驚かさ
れると こ ろ も 多々あり 、 と ても 満足のいく 取材になり まし た。 人に直接聞く こ と で自分が知り た
いと 思っ ているこ と を聞け、 質問が止まっ た時には班のみんなが質問をし てく れてと ても 心強く
感じ まし た。 今回の聞き書き に参加さ せても ら えて、 素晴ら し い経験ができまし た。

下薗　 美優
　 今回の取材で、 日頃なんと なく 使っ ていた味噌がこ んなにも 手間がかかっ ている こ と を 知
る こ と ができ ま し た。 何よ り も 作り 手さ ん達の思いも 聞く こ と ができ たので、 すごく 良かっ
たです。 聞き 書き は今回初めての挑戦でし た。 イ ン タ ビ ュ ーでは自分の質問の順番がく る た
びと ても 緊張し ていま し た。 けれど、 お相手の方がすごく 優し く て、 すぐ に緊張がと けてい
き ま し た。 書き 起こ し では、 自分たち が録音し た音声が聞き づら いと こ ろ が多々あり 大変で
し たが、みんなで協力を し て書き 起こ すこ と ができ たので、達成感を味わう こ と ができ まし た。
今回の聞き 書き ではすごく いい体験が出来まし た。

中野　 大翔
　 今回の取材に行っ て味噌を 作る ま での過程を 聞いて、 普段の日常生活でよ く 使う 味噌がこ
んなにも 作る のが大変で時間も すご く かかる こ と を 知っ て 、 と ても 良い経験になり ま し た 。
味噌を 作る のに季節は関係ないと 思っ ていたのですが、 暑い時期に作る と あま り 良く ないこ
と を 知っ て季節が関係する んだと 知り ま し た。 その他には味噌を 作る 材料が米と いう こ と に
も 驚いて、 よ く 使っ ている 味噌のこ と を 全然知ら なかっ たんだなと 思い、 よ り 味噌作り の過
程を 聞けて良かっ たです。 最初は不安だっ た聞き 書き も 上手く いき 、 と ても ためになり 体験
でき て良かっ たです。

濵田 哲誠
　 私は今回の話を 聞いて農園の魅力を 感じ る こ と が出来まし た。 特に印象に残っ ている 話は
猩々さ んの家庭についての話です。 猩々さ んの家庭では息子さ んたち が農園の手伝いを し て
いて次男さ んがお米の管理、 三男さ んがミ ニト マト の管理を する 農園家族だと 知り 、 ト マト
にも 名前があっ て、 ミ ニト マト の名前はアイ コ 、 またト マト の名前はモモタ ロ ウと いう 名前
でし た。 そこ で私は猩々さ んの家は農園家族だと 知り まし た

冨永　 明愛
　 私たち は、 今回の取り 組みで、 ら っ き ょ う の魅力を 知る こ と ができ ま し た。 普段私たち が
体験する こ と のない貴重な体験でし た。 取材までの間に聞き たい質問やメ モなどの準備を 行
いま し た。 当日心掛けたこ と は、 話し 手に失礼がないよ う に丁寧に一つずつ質問を し ていっ
たこ と です。 会長の上山さ んは丁寧に話し てく ださ り 、 たく さ んお話も 聞いてと ても 良い経
験になり まし た。 そし て、 学校でパソ コ ン に内容を まと める作業や原稿などを 作り まし た。
最後にこ のよ う な、 知ら なかっ た多く のこ と に触れる 機会に参加する こ と ができ てよ かっ た
と 思いまし た。

坂元　 莉菜
　 今回初めての聞き 書き で最初はう ま く いく かわから ず不安だっ たけど、 みんなで協力し て
取り 組むこ と ができ ま し た。 たけのこ 掘り の大変さ や工夫を 知る こ と ができ ま し た。 質問を
し たと き や、 たけのこ のこ と を 聞いたと き に笑顔で答えても ら いまし た。 だから 、 三腰さ ん
にと っ てこ の仕事が本当に楽し く てやり がいがある と いう のが伝わっ てき まし た。 作業の中
では、 書き 起こ し たも のから 自分たち でまと めていく のが一番大変でし たが、 話し 合いなが
ら でき たのでと ても いい経験になり ま し た。 実際に三腰さ んの所に行き 話を 聞く と 、 色々な
こ と に気づく こ と ができ まし た。 も っ と たけのこ について知っ ていこ う と 思いま し た。 あり
がと う ございまし た。

今𠮷　 菜緒
　 今回初めて取材の体験を さ せていただき ま し た。 私たち の町に温泉が多く ある こ と は知っ
ていまし たが、その歴史について考える 機会はなかっ たので、貴重な経験ができ たと 思います。
話し 手の方の、 温泉を 絶やさ ずこ れから も 残り 続けら れる よ う 、 若者の皆さ んに一緒に考え
てほし いと いう 思いが特に印象的でし た。 長く 住んだ地元の、 ま た一つ新し いこ と を 知る こ
と ができ てと ても 良かっ たです。 あり がと う ございまし た。

田中　 大稀
　 私がこ の活動を 通し て考えたこ と は温泉と は何だろ う かと いう こ と である。 一般に言えば、
疲れたり 、 気分が良く ないと き 、 リ フ レ ッ シュ 等を する と き に行く だろ う 。 し かし 、 私は温
泉はその地域の「 特産物」 である と 思う 。 地域によ り 、 温泉に含まれる 成分が違い、 疲れを
回復する も の、 肌を き れいにする も のがあり 、 似ている 効果はある けれど 、 全く 同じ 温泉は
ほと んど ない。 今回、 私はこ のこ と を 学ぶこ と ができ たのでと ても 貴重な体験を する こ と が
でき た。

中隈　 春輝
　 私はこ の環境文化の聞き 書き 事業で、 温泉について関係者の方に話し を 聞いたり 、 実際に
温泉に関する 施設を 見学し まし た。 普段は温泉に入っ ても 、 温泉についてはあま り 考える こ
と はなかっ たので、 と ても いい機会になり まし た。

佐藤　 暖
　 聞いたこ と を 書き 起こ し 、 ま と める 作業がと ても 大変でし たがグループで協力し 作成でき
たので楽し かっ たです。 ホタ ル舟の現状を 知れる 貴重な機会になり ま し た。 普段耳に入ら な
い言葉が多かっ たので、 よ り 知識が付き 、 課題解決のためにど のよ う なこ と を し ている のか
と いう こ と や、 町など がど んな風に動いている かなど 知る き っ かけになり 、 たいへん勉強に
なり ま し た。 課題や苦労が思っ ていたよ り も 多く 解決には時間を 要する なと し みじ み感じ ま
し た。 今年でホタ ル舟は終わっ てし まっ たけれど 、 こ れから ホタ ル舟がま た復興でき る よ う
に他人事ではなく 身近である こ と を 理解し 、 考えていき たいです。 あり がと う ございまし た。

與倉　 姫奈
　 今回は、 取材を さ せてく ださ っ てあり がと う ござ いま し た。 と ても 楽し かっ たです。 初め
て聞き 書き を し ま し たが、 炭を 作る のがこ んなに大変だと いう こ と を 初めて知り ま し た。 作
る と き は、 一つ一つの作業にこ だわり があっ てと ても すごいなと 思いま し た。 聞き 書き を し
てみて、 声を 聞き と っ て文字にする こ と が一番大変でし た。 でも 、 終えてみたら グループ の
みんなで協力し てする こ と ができ て良かっ たです。 初めて知っ たこ と ばかり で、 と っ ても 勉
強になり ま し た。 今回学んだこ と を 今後に生かし ていき たいです。 そし て、 ま た聞き 書き に
挑戦し てみたいです

堂脇　 考祐
　 最初は鮎釣り について詳し く 知り ま せんでし たが、 話し 手の方の話し を 聞いて鮎の食べ方
や鮎の生息環境など 色々な事を 知る こ と が出来まし た。 実際に話を 聞く までは緊張し ていた
けど 取材が始まる と 話し 手の方が積極的に鮎釣り のこ と について教えてく れたので自分から
も 積極的に質問する こ と が出来まし た。 聞いたこ と を 書き 起こ す作業は初めてだっ たので難
し かっ たですがと ても 貴重な体験になっ たので今回聞き 書き 事業を し て本当に良かっ たと 感
じ まし た。

髙見　 京伽
　 私達が高校生になっ て間も ない時に菱についてのプ ロ ジェ ク ト を 始めて、 実際に菱の自生
し ている 溜め池に行き 、 有留さ んやご近所の方々の菱についての気持ち を 聞けてと ても 楽し
かっ たです。 し かし 、 有留さ んのお話を 書き 起こ す作業では、 録音し たレ コ ーダーから 聞く
音声が椅子の音や笑い声等の音が大き く 聞こ えなかっ たり 、 話を する タ イ ミ ン グが被っ てい
てごち ゃ ごち ゃ になる 部分があっ たり で大変でし た。 ですが、 メ ン バーや有留さ ん、 スタ ッ
フ さ ん、 先生、 地域の方々の温かい交友や関わり を 持てて 、 こ の貴重な体験ができ て本当に
参加し て良かっ たと 思いまし た

池島　 伊吹
　 私たち は聞き 書き で「 東花園」 に行き 、 取材さ せていただき まし た。 はじ めはすごく 緊張
し まし たが、 東さ んの温かい笑顔と 優し い口調で楽し い取材時間を 過ごすこ と ができ まし た。
私たち から する と すごく 大変そう な仕事と 量でし た。 でも それを 東さ んはお花を 買っ てく れ
る お客さ んのためにと モチベーショ ン を たも ち ながら 、 楽し んで行っ ていまし た。 取材し て
いく 中で東さ んの人格にも 魅力を 感じ ま し た。 ま た、 取材し た音声を 文字に起こ す作業が大
変でし た。 も う 無理だと 思っ てし ま う 瞬間が何度も あり ま し たが、 班のみんなと そし て友達
の手も 借り ながら 完成さ せる こ と ができ て良かっ たです

家吉　 優夏
　 今回の取材に行っ て、 味噌が完成する ま での工程や味噌の種類など を 詳し く 知る こ と がで
き て、 良い勉強になり ま し た。 ま た、 作り 手さ んの昔の話や味噌に対する 思いも 聞く こ と が
でき たので取材に行けて良かっ たです。 取材はあま り やっ たこ と が無かっ たので緊張し ま し
たが、 班のメ ン バーと 楽し く 行う こ と ができ ま し た。 聞き 書き は初めてし ま し た。 その中で
も 特に書き 起こ し 作業が大変でし た。 本当に終わる かなと 少し 不安でし たが、 最後まで諦め
ずにする こ と ができ 、 終わっ た時は達成感があり ま し た。 今回の聞き 書き では沢山のこ と を
学ぶこ と ができ てと ても 良い経験を する こ と ができ まし た。

本　 陽星
　 お米を 育てていたけどそこ から 何かでき ないかを 考えて甘酒を 作っ ていた。 こ れから も 米
粉を 使っ てパン やピ ザなど を 作ろ う と し ていて、 も っ と 良く し ていこ う と し ている こ と が勉
強になっ た。 他にも ト マト も 作っ ていて普通のト マト よ り 大き く て甘く て美味し かっ た。 自
然には勝てないから 大変なこ と も 多いですが、 その中でも やり がいを 見つけて楽し みながら
仕事を し ている 姿はカ ッ コ よ かっ た。

内村　 詩月
　 今回、 私たち は唐浜ら っ き ょ う について取材し まし た。 鹿児島でら っ き ょ う の生産が盛ん
なこ と や、 ら っ き ょ う ができ る ま での過程など 、 初めて知る こ と が多々あり 、 と ても よ い経
験になり まし た。 私は、 取材を 行う こ と が初めてで、 当日はと ても 緊張し てし ま いまし たが、
丁寧に質問に答えていただき 、 後半には自主的に質問を する こ と ができ る よ う になっ ていま
し た。 取材後に教えていただいたこ と を 文字にまと める こ と はと ても 難し く 苦労し まし たが、
無事にま と め終わる こ と ができ てよ かっ たです。 唐浜ら っ き ょ う の良さ が多く の方に伝わる
記事になっ ていれば幸いです。 こ の度はと ても 貴重な経験になる 事業に参加さ せていただき
あり がと う ございまし た。

末吉　 風真
　 今回の聞き 書き の体験は、 個人的にと ても いい経験になり ま し た。 ぼく はさ つま 町のこ と
を 全然知ら なく て、 三腰さ んの早堀り タ ケノ コ のこ と も 全く 知り ませんでし た。 だから こ そ、
さ つま 町を 知る いい機会になり ま し た。 初めての経験だっ たのですごく 緊張し て固まっ てし
ま っ ていたけれど、 三腰さ んがぼく 達から の質問に笑顔で一つ一つ丁寧に答えてく ださ っ た
おかげでし っ かり イ ン タ ビ ュ ーを 進めら れまし た。 今ま でタ ケノ コ について考える こ と も 知
る こ と も なかっ たので、 と ても 興味を 持っ て話を 聞けたし 、 今まで知ら なかっ た早掘り タ ケ
ノ コ についても 詳し く 知れまし た。 本当にあり がと う ございまし た。

岩﨑 優人
　 今回、 自分たち は臥龍梅について取材を さ せていただき まし た。 今回の取材では私自身鹿
児島に 17 年住んで いま すが、 自分の知ら ない鹿児島の良いと こ ろ が、 ま だこ んなにも たく
さ んある と 再認識し まし た。 話し 手の方も と ても 優し く て丁寧な方でし た。 知ら なかっ た臥
龍梅の歴史などを 知る こ と も でき て、 録音し たも のを 書き 起こ し でパソ コ ン に打ち 込みし て、
普段なら 中々経験でき ない経験を さ せていただいてと ても 良い経験でし た。 あり がと う ござ
いまし た。

吉井　 陽南
　 今回私たち はホタ ル舟についてのお話を 聞き まし た。 水害やコ ロ ナ禍でイ ベン ト やホタ ル
舟が中止になる 中でも 諦めずに二渡がら っ ぱホタ ルの会のみんなでホタ ル舟を 作り 上げたこ
と がと ても 印象に残っ ています。 全国各地から お客様が来て、 たく さ んの人に愛さ れている
ホタ ルやホタ ル舟の伝統がこ れから も ずっ と 残っ ていっ てほし いと 思いまし た。

環境文化の聞き 書き 事業に参加し た高校生の皆さ んの感想

令和５ 年度　 環境文化の聞き 描き事業「 川内川流域県立自然公園」 周辺地域
episode.06 伝統的工芸品と し ての鶴田和紙

有村　 優仁
　 今回の聞き 書き で大変だっ たと 感じ たこ と は、 取材です。 と ても 緊張し ていて質問の時に
嚙みそう になり ま し たが、 和紙について知る につれて緊張し ていたこ と すら 忘れてし ま い和
紙のこ と についても っ と 知り たいと 思いま し た。 も と も と 和紙を 使っ て作っ たも のが好き で
取材を し た場所には和紙を 使っ て作っ たも のが飾っ てあり 、 特に草花を 挟んで作っ た和紙が
き れいでし た。 取材が終わっ た後の書き 起こ し 作業は音声を 聞く だけでそのこ と を 鮮明に思
い出せる ぐ ら いと ても 印象的でし た。 今回の取材で和紙の魅力や伝統工芸品について知る こ
と ができ まし た。 良い経験になり まし た。

徳永　 憲伸
　 今回の聞き 書き で大変だと 思っ たと こ ろ は、 取材し た音声の文字起こ し と 、 それに伴う 取
材での録音機への配慮でし た。 自分は取材では録音機を 持つ担当で、 事前に取材に行っ た人
たち から 録音の状態で音声が聞こ えにく かっ たと いう こ と を 聞いていたので、 気を 使いなが
ら 取材を 行いま し た。 現場では邪魔になら ないよ う に、 文字起こ し を する と き に聞こ えやす
いよ う にする と いう 配慮がと ても 大変でし た。 ですが、 取材を する こ と で和紙のこ と につい
ての関心を 抱く こ と ができ 、 ほかの文化のこ と やま だ知ら なかっ たさ つま 町の特徴を 知る こ
と ができ たので、 と ても よい経験ができ まし た。

栗須　 桜花
　 今回の聞き 書き で大変だと 思っ たと こ ろ は、 取材し た内容を 書き 起こ す作業です。 私は取
材に行く こ と ができ ていなかっ たので、 取材し た日にど のよ う なお話を し てく ださ っ たのか
わから ないま ま、 書き 起こ し の作業を し まし た。 聞き 取り にく い部分も あっ て書き 起こ すの
が難し かっ たです。 ですが、 お話の内容を 聞いただけでも 和紙についていろ いろ なこ と を 知
る こ と ができ たのでと ても いい経験になっ たと 思います。 取材に直接行く こ と はでき ま せん
でし たが、 聞き 書き を 通し て、 和紙づく り の大変さ や、 和紙の良さ 、 伝統的工芸品について
学ぶこ と ができ てよ かっ たです。

上村　 美月
　 今回の聞き 書き で大変だと 思っ たと こ ろ は、 取材の後の書き 起こ し 作業でパソ コ ン に打ち
出すこ と でし た。 所々聞き 取れないと こ ろ があっ て苦労し ま し たが、 こ れま で知ら なかっ た
和紙のこ と について色々知る こ と ができ て良かっ たです。 和紙は冬に作ら ないと 繊維が水の
中にち ら ばら ないから 、 お湯の中に手を 入れて温めながら 作業を し ている と こ ろ に一番驚き
ま し た。 鶴田和紙は、 平成元年に伝統工芸品に指定さ れていて、 すごいも のでし た。 野元さ
んの和紙を 作り 始め 28 年と いう 、 情熱を 感じ る 取材になり まし た

柳田　 菜緒
　 私たち は、 今回の聞き 書き 事業で唐浜ら っ き ょ う のこ と について会長の上山さ んに取材を
し ま し た。 はじ めての経験でし たが、 取材に行く ま での事前準備や取材に行っ た後の書き 起
こ し など が想像以上に大変で、 時間はかかり まし たが、 一緒に聞き 書き 事業に参加し た友人
たち と 、 協力し て、 やり 遂げる こ と ができ ま し た。 取材を する と き も 、 話し 手の方が聞き 取
り やすいよ う に、 ハキハキと し ゃ べる など、 様々なこ と に気を 付けながら 、 話を 聞き まし た。
こ のよ う な機会はあま り 、 ないこ と だと 思う ので、 貴重な経験ができ て良かっ たです。 こ の
度は、 事業に参加さ せていただき 、 あり がと う ございまし た。
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